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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１４７号
2022年８月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
８
８
９
筆
（
22
年
８
月
15
日
）

１１・６労働者集会/ 改憲
阻止大行進

＝
不
当
解
雇
を
「
１
回
限
り
の
行
為
」
で
あ

り
、
不
当
労
働
行
為
の
申
立
期
間
で
あ
る
１

年
を
過
ぎ
て
い
る
―
―
の
１
点
で
す
べ
て
を

切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
初
の
採
用
候
補
者
名
簿
に
は

動
労
千
葉
組
合
員
も
含
め
た
希
望
者
全
員
が

記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
に
「
不

採
用
基
準
」
を
追
加
し
て
名
簿
か
ら
の
排
除

が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
不
当
労
働
行

為
で
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
以
上
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
希
望
者
全
員
を
採
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
採
用
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い

状
態
は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
の
で
す
。

　
中
労
委
は
こ
れ
に
何
一
つ
は
反
論
で
き
ず

「
１
年
を
過
ぎ
た
」
と
だ
け
繰
り
返
し
て
、

不
当
労
働
行
為
の
真
実
か
ら
逃
げ
て
い
る
の

で
す
。
労
働
委
員
会
は
「
Ｊ
Ｒ
に
責
任
は
な

い
」「
Ｊ
Ｒ
は
こ
の
事
件
の
当
事
者
で
は
な

い
」
と
い
う
た
め
だ
け
に
審
理
を
拒
否
し
て

真
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
続
け
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
が
「
労
働
者
の
団
結
権
を
擁
護
す

る
」
労
働
委
員
会
の
姿
な
の
か
！

　
し
か
し
闘
い
の
中
で
Ｊ
Ｒ
が
裁
判
の
当
事

者
で
あ
る
こ
と
は
認
め
さ
せ
ま
し
た
。「
１

年
」
の
壁
を
越
え
れ
ば
、結
論
は
解
雇
撤
回
・

Ｊ
Ｒ
復
帰
以
外
に
あ
り
え
な
い
。
弁
護
団
は

改
め
て
「
Ｊ
Ｒ
は
採
用
義
務
を
拒
否
し
続
け

て
い
る
」
と
主
張
し
、
国
鉄
改
革
法
な
ど
へ

の
中
労
委
の
見
解
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
裁
判
長
は
結
審
に
向
け
て
動
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
結
審
策
動
を
打
ち
破
り
、

す
べ
て
の
真
実
を
法
廷
の
場
で
明
ら
か
に
さ

せ
よ
う
。
今
こ
そ
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
を
か
ち
と
ろ
う
。「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

署
名
運
動
の
発
展
を
か
ち
と
ろ
う
。

　
次
回
裁
判
は
、
10
月
12
日
（
水
）
14
時
～

東
京
地
裁
５
２
７
法
廷
で
す
。
署
名
提
出
行

動
も
行
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
全
国
一
斉
署

名
行
動
を
10
月
１
日
（
土
）
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ぜ
ひ
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

や
爆
発
寸
前
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
在
来
線
廃
線
化
を
最
先
頭
で

推
進
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で

あ
り
、
真
っ
先
に
廃
線
化
・
廃
止
の

焦
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｒ
芸
備

線
で
す
。
私
た
ち
動
労
西
日
本
は
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
て
起

ち
あ
が
っ
た
労
働
組
合
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
と
と
も
に
可
部

線
や
三
江
線
廃
線
を
強
行
し
た
Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
、
真
っ
向
か
ら
対
決
し
、

廃
線
絶
対
反
対
を
掲
げ
て
闘
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
今
回
の
在
来
線
４
割

廃
線
の
攻
撃
は
、
今
ま
で
の
政
策
と

は
全
く
次
元
を
画
す
る
大
攻
撃
で

す
。
今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
の
真
価

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
本
と
闘
う

労
働
組
合
を
再
生
さ
せ
る
と
き
で

す
！
ロ
ー
カ
ル
線
・
地
域
切
捨
て
攻

撃
と
職
場
・
地
域
で
団
結
し
て
、
と

も
に
闘
お
う
！

　
動
労
西
日
本
は
、
夏
に
も
出
さ
れ

る
「
国
交
省
検
討
会
」
の
結
論
、
そ

れ
を
受
け
て
の
概
算
要
求
に
対
し

て
、
廃
線
対
象
に
な
っ
て
い
る
芸
備

線
の
現
地
で
、「
国
交
省
検
討
会
」

路
線
を
ぶ
っ
飛
ば
す
闘
い
を
呼
び
か

け
ま
す
。
来
る
10
月
10
日
に
広
島
県

三み
よ
し次
市
内
で
の
集
会
・
デ
モ
へ
の
大

結
集
を
訴
え
る
も
の
で
す
。

戦争と改憲、戦争動員の道＝安倍の国葬粉砕へ

Ｊ
Ｒ
・
中
労
委
は
真
実
か
ら
逃
げ
る
な
！

今
こ
そ
解
雇
撤
回
へ
10
・
１
全
国
一
斉
署
名
行
動
を

国家改造攻撃と対決し労働運動の再生を

　
こ
う
し
た
社
会
の
「
基
盤
」
を
つ

く
る
た
め
に
、
国
交
省
検
討
会
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
全

面
的
な
国
家
改
造
型
の
攻
撃
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
、「
在
来
線
４
割
廃
止
」

「
会
社
改
編
・
グ
ル
ー
プ
会
社
再
編
」

「
大
幅
な
人
員
削
減
・
整
理
解
雇
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
攻
撃

を
次
々
に
う
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
攻
撃
は
社
会
を
さ

ら
に
崩
壊
さ
せ
矛
盾
を
拡
大
す
る
だ

け
で
す
。
す
べ
て
の
矛
盾
を
地
方
・

地
域
に
押
し
付
け
る
施
策
に
対
し

て
、
地
域
住
民
か
ら
の
怒
り
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
を

奪
わ
れ
る
鉄
道
労
働
者
の
怒
り
も
今

日
本
を
「
戦
争
が
で
き
る
大
軍
拡
こ

そ
が
、
国
益
だ
」
と
い
う
国
に
す
る

た
め
の
国
家
改
造
計
画
な
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
在
来
線
４
割
廃
線
を
ね
ら
う
「
国
交
省
検
討
会
」
路
線—

国

家
改
造
計
画
許
す
な
！
　
／
　
国
鉄
・
分
割
民
営
化
大
崩
壊
！
芸
備

線
廃
線
化
・
廃
止
絶
対
反
対
！
　

　
10
・
10
広
島
・
三
次
現
地
集
会
・
デ
モ

　
　
　
と
　
き
　
10
月
10
日
（
月
）
14
時
（
13
時
半
開
場
）

　
　
　
と
こ
ろ
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　（
三
次
市
十
日
市
西
６
ー
10
ー
45
）

　
　
　
※
集
会
後
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
三
次
駅
前
ま
で
デ
モ
行
進

　
東
京
地
裁
で
７
月
22
日
、
国
鉄
１
０
４
７

名
解
雇
撤
回
、
Ｊ
Ｒ
復
帰
、
団
交
開
催
の
行

政
訴
訟
の
第
10
回
裁
判
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
央
労
働
委
員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
の
採
用
拒
否

　
11
・
６
労
働
者
集
会
第
２
回
賛
同

人
・
団
体
会
議
（
第
３
回
実
行
委
員

会
）
が
７
月
30
日
、
東
京
都
内
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
委
員
長
が
「
７
・

16
―
17
国
鉄
集
会
は
、
廃
線
化
攻
撃

と
立
ち
向
か
い
成
功
し
た
。
国
交
省

　
今
年
２
月
14
日
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
国
交
省
の
検
討
会
は
、「
地
域
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
の
刷
新
」
と
い
う
言
い

方
で
「
ロ
ー
カ
ル
線
全
面
廃
線
」
に

大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

鉄
道
の
廃
止
を
皮
切
り
に
し
て
地

域
・
社
会
を
丸
ご
と
変
質
さ
せ
る「
国

家
の
構
造
改
革
」
を
行
お
う
と
い
う

重
大
な
攻
撃
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
大

崩
壊
を
、
さ
ら
に
新
自
由
主
義
を
極

限
的
に
推
し
進
め
、
地
方
を
切
り
捨

て
る
こ
と
で
、
矛
盾
の
す
べ
て
を
塗

り
隠
そ
う
と
い
う
政
策
で
す
。
こ
の

こ
と
は
同
時
に
、「
国
防
（
侵
略
戦

争
）」「
防
衛
費
拡
大
」
を
す
べ
て
に

優
先
し
て
い
く
こ
と
と
一
体
で
す
。

検
討
会
の
と
り
ま
と
め
が
出
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
も
収
支
を
公
表
す
る
中
で
、

国
交
省
へ
の
申
入
れ
抗
議
行
動
・
抗

議
デ
モ
と
合
わ
せ
て
国
鉄
集
会
で
迎

え
撃
つ
形
と
な
っ
た
。
地
域
の
怒
り

と
一
体
と
な
っ
て
闘
お
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
集
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
動
労
千
葉
の
田
中
顧
問
は
「
安
倍

銃
撃
事
件
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
台
湾
海

峡
・
中
国
を
め
ぐ
る
事
態
、
大
軍
拡

と
改
憲
、
激
し
い
物
価
高
騰
、
骨
太

方
針
な
ど
労
働
運
動
を
と
り
ま
く
情

勢
の
す
べ
て
が
激
変
し
て
い
る
」「
Ｊ

Ｒ
廃
線
化
問
題
は
、
分
割
・
民
営
化

の
失
敗
、
新
自
由
主
義
の
崩
壊
の
象

徴
だ
。第
２
臨
調
に
な
ぞ
ら
え
た『
国

家
改
造
』
計
画
と
し
て
、
さ
ら
に
貨

野
で
狙
わ
れ
て
い
る
。
労
働
運
動
が

問
わ
れ
て
い
る
。
11
・
６
集
会
を
新

た
な
一
歩
に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
安
倍
国
葬
を
め
ぐ
っ

て
街
頭
や
職
場
で
怒
り
の
声
が
渦
巻

い
て
い
る
と
の
報
告
が
い
く
つ
も
上

が
り
ま
し
た
。
自
民
党
・
政
権
と
統

一
協
会
と
の
根
深
い
関
係
が
次
々
と

明
ら
か
に
な
り
、
署
名
や
デ
モ
な
ど

反
対
を
表
明
す
る
場
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
怒
り
と
合
う
宣
伝
戦

が
必
要
で
す
。

　
地
域
で
廃
線
化
反
対
運
動
が
と
り

く
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
反
戦

行
動
や
学
校
の
統
廃
合
問
題
、
産
廃

問
題
な
ど
が
重
層
的
に
闘
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

模
索
、
大
会
で
「
戦
争
反
対
決
議
」

を
上
げ
た
労
組
、
労
組
活
動
家
の
交

流
会
や
産
別
集
会
の
企
画
案
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

国
交
省
抗
議
行
動（
７
月
22
日
＝
記
事
裏
面
）

芸備線廃線化・廃止 絶対反対！
動労西日本が結集を呼びかけ

１０・１０広島三次現地集会とデモ

物
輸
送
を
軍
事
体
制

に
組
み
込
む
攻
撃
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
同
様
の
検
討

が
社
会
生
活
の
全
分

戦
争･

改
憲
を
止
め
る
労
働
運
動
を

11･

６
集
会 

第
２
回
賛
同
人･

団
体
会
議

備
後
落
合
駅
（
広
島
県
庄
原
市
）
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各
線
の
現
地
調
査
を
開
始

　
７
・
17
国
鉄
集
会
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国

各
線
の
現
地
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
全
線
赤
字
。
営
業
係

数
の
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
が
牟む
ぎ岐

線

（
１
１
８
５
円
）、
ワ
ー
ス
ト
２
が

鳴な
る
と門

線
（
４
８
３
円
）
で
す
。

　
現
地
を
歩
い
て
２
つ
の
数
字
の
ト

リ
ッ
ク
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
小
さ
い
ト
リ
ッ
ク
は
支
線
の
営
業

係
数
。
そ
も
そ
も
始
発
駅
は
乗
客
が

少
な
い
の
で
係
数
が
悪
く
て
当
然
。

鳴
門
線
は
鳴
門
―
池
ノ
谷
の
８
㌔
だ

け
で
す
が
、
実
際
は
鳴
門
―
徳
島
駅

の
20
㌔
で
運
行
し
て
お
り
、
ま
っ
た

く
実
体
を
反
映
し
て
い
な
い
係
数
で

す
。
だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
大
き
い
数
字
の
ト
リ
ッ
ク
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
収
支
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
毎
年
１
０
０
億
円
の

赤
字
。
30
年
で
３
０
０
０
億
円
の
累

積
赤
字
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
１

年
で
３
０
０
０
億
円
を
純
利
益
で
上

げ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
四
国
や
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
赤
字
は
十
分
補
填
で
き
ま

す
。
作
為
的
赤
字
で
軍
事
費
10
兆
円

を
ね
ん
出
す
る
な
ど
、
絶
対
に
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
牟
岐
線
沿
線
の
現
地
調
査
で
は
、

２
つ
の
高
校
が
同
時
に
統
廃
合
で
消

滅
し
、
若
者
が
消
え
た
。
他
方
で
、

２
０
０
０
億
円
の
純
利
を
上
げ
る
国

交
省
系
の
独
立
行
政
法
人
・
都
市
再

生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
が
、
津
波
対
策
で

40
億
円
の
防
災
公
園
事
業
を
町
に
提

案
。
住
民
の
反
対
運
動
が
起
き
て
い

ま
し
た
。「
ロ
ー
カ
ル
線
切
捨
て
な

ん
て
上
品
な
物
じ
ゃ
な
い
。
初
め
か

ら
ツ
ブ
シ
に
か
か
っ
て
き
て
い
る
」

と
い
う
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

大
衆
的
対
決
の
始
ま
り

　「
Ｊ
Ｒ
鳴
門
線
に
関
す
る
意
見
交

換
会
」
が
７
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
住
民
40
人
が
集
ま
り
、
市
長

が
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
熱

気
で
し
た
。

　
前
半
は
「
ど
う
黒
字
に
す
る
か
」

の
意
見
の
方
向
に
。「
運
賃
値
上
げ

や
む
な
し
」「
古
い
木
造
駅
舎
を
歴

史
遺
産
に
」「
無
人
駅
で
産
直
市
を
」。

高
校
生
か
ら「
関
連
グ
ッ
ズ
の
作
成
」

「W
i-F

i

つ
け
て
」「
地
元
企
業
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
」な
ど
の
意
見
も
。

　
流
れ
を
変
え
た
の
は
１
人
の
住
民

の
発
言
で
す
。「
田
舎
の
無
人
駅
で

も
朝
晩
は
通
勤
通
学
の
自
転
車
ラ
ッ

シ
ュ
。
や
は
り
駅
は
街
の
中
心
。
公

共
交
通
の
駅
を
軸
に
街
は
成
り
立
っ

て
い
る
」「
駅
の
ト
イ
レ
閉
鎖
は
高

齢
者
に
は
つ
ら
い
」「
ト
イ
レ
付
列

車
を
導
入
す
る
と
い
う
Ｊ
Ｒ
の
発
想

で
は
な
く
て
、
ま
ず
駅
に
き
れ
い
な

ト
イ
レ
を
作
る
。
そ
こ
に
自
然
と
人

は
集
ま
る
」
な
ど
公
共
交
通
と
し
て

の
「
鉄
道
と
地
域
を
守
る
」
真
剣
な

意
見
が
出
ま
し
た
（
投
稿
・
徳
島
）。

自
体
が
印
象
操
作
的
な
数
字
で
、
一

部
区
間
だ
け
切
り
出
す
の
は
作
為
的

で
あ
り
、
公
共
交
通
に
な
じ
ま
な
い

指
標
だ
。
輸
送
密
度
は
低
く
て
も
通

勤
・
通
学
の
時
間
帯
の
混
雑
率
は
大

最
長
３
年
の
期
限
で
存
廃
を
決
定
す

る
と
し
て
い
る
。

　
協
議
会
に
つ
い
て
は
「
設
置
が

ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
入
口
と
な
る
」

と
し
て
全
国
各
地
で
怒
り
と
反
発
の

声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
提

言
は
「
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
大
臣
指
針
を

遵
守
し
、『
国
鉄
改
革
の
実
施
後
の

輸
送
需
要
の
動
向
そ
の
他
の
新
た
な

事
情
の
変
化
を
踏
ま
え
て
現
に
営

業
す
る
路
線
の
適
切
な
維
持
に
努
め

る
』
こ
と
が
前
提
」
と
書
か
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ

資
本
は
「
提
言
」
以
上
に
脅
迫
ま
が

い
の
宣
伝
を
強
め
て
い
る
の
だ
。

鉄
道
開
業
１
５
０
年

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
、
日
本
で
最
初

の
鉄
道
が
１
８
７
２
年
６
月
12
日

に
品
川
～
横
浜
間
で
仮
開
業
し
て

１
５
０
年
を
迎
え
た
。
10
月
14
日
の

「
鉄
道
の
日
（
鉄
道
記
念
日
）」
に
向

け
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
宣
伝
が
行
わ

れ
て
い
る
。「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
鉄
道
開

業
１
５
０
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」

に
あ
る
動
画
「
歴
史
編
（
30
秒
）」

は
「
行
き
先
は
新
し
い
未
来
」
の
タ

イ
ト
ル
画
面
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　「
１
５
０
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
鉄

道
の
歴
史
／
線
路
が
伸
び
て
い
く
た

び
に
／
列
車
が
速
度
を
上
げ
る
た
び

に
日
本
は
１
つ
に
な
り
／
鉄
道
の
進

化
は
こ
の
国
を
動
か
す
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
／
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら

も
行
き
先
は
新
し
い
未
来
。
鉄
道
開

業
１
５
０
年
―
―
」

　
ま
さ
に
全
国
の
廃
線
化
に
着
手
し

つ
つ
あ
る
時
に
、
こ
の
よ
う
な
〝
宣

伝
〟
を
し
て
い
る
。
な
ん
と
も
皮
肉

な
内
容
だ
。

　
確
か
に
、
日
本
は
世
界
の
ど
の
国

よ
り
鉄
道
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
こ

れ
だ
け
多
数
の
人
び
と
が
通
勤
や
通

学
に
鉄
道
を
利
用
し
て
い
る
国
は
多

く
は
な
い
。
鉄
道
が
な
け
れ
ば
多
く

の
人
び
と
が
高
校
な
ど
に
通
学
し
た

り
、
病
院
に
通
院
す
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
。

　
明
治
政
府
は
鉄
道
の
可
能
性
を
認

識
し
、「
殖
産
興
業
」「
富
国
強
兵
」

の
中
心
に
鉄
道
を
位
置
づ
け
た
。

　
九
州
筑
豊
や
常
磐
な
ど
の
炭
坑
の

石
炭
を
動
力
に
、
農
村
部
で
生
産
さ

れ
た
生
糸
が
蒸
気
機
関
車
で
横
浜
の

港
に
運
ば
れ
、
船
で
海
外
に
輸
出
さ

れ
た
。
ま
た
鉄
道
と
軍
事
拠
点
の
形

成
が
一
体
で
進
み
、千
葉
や
宇
都
宮
、

広
島
、
旭
川
、
豊
橋
な
ど
が
軍
都
と

し
て
発
展
し
た
。

　
当
初
は
、
自
由
競
争
の
観
点
か
ら

民
鉄
が
主
流
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に

朝
鮮
や
台
湾
の
植
民
地
支
配
、
国
際

競
争
力
の
観
点
か
ら
「
国
益
」
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

は
日
清
・
日
露
戦
争
、
第
１
次
大
戦

で
鉄
道
の
役
割
が
強
く
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
財
界
・
軍
部
双
方

の
要
求
で
鉄
道
の
国
有
化
が
進
み
、

幹
線
鉄
道
は
国
有
鉄
道
と
な
っ
た

（
１
９
０
６
年
に
鉄
道
国
有
法
が
制

定
さ
れ
た
）。

＊

　
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
と

侵
略
、
戦
争
の
遂
行
に
お
い
て
鉄
道

は
大
き
な
位
置
を
占
め
た
。
そ
し
て

戦
後
に
お
い
て
は
、「
戦
後
復
興
」「
高

度
成
長
」
を
経
て
戦
後
社
会
の
巨
大

な
矛
盾
を
背
景
に
「
戦
後
政
治
の
総

決
算
」
を
掲
げ
た
中
曽
根
の
国
鉄
分

割
・
民
営
化
が
強
行
さ
れ
た
。

　
分
割
・
民
営
化
か
ら
30
数
年
が
経

過
し
、
新
自
由
主
義
の
歴
史
的
崩
壊

の
中
で
「
国
益
」「
選
択
と
集
中
」

で
す
べ
て
を
切
り
捨
て
な
が
ら
戦
争

に
向
か
う
中
で
、
再
び
み
た
び
Ｊ
Ｒ

が
そ
の
鋭
い
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
大
き
な
歴
史
の
岐
路
に

立
っ
て
い
る
。
労
働
運
動
の
再
生
を

か
け
て
廃
線
化
と
闘
お
う
。

３
セ
ク
タ
ー
化
が
強
行
さ
れ
た
。

　
だ
が
ピ
ー
ク
時
の
輸
送
人
員
が

１
千
人
以
上
、
並
行
す
る
道
路
が
な

い
、
積
雪
で
道
路
が
不
通
に
な
ど
事

情
が
勘
案
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
引
き

継
が
れ
た
路
線
も
多
数
あ
る
。
今
回

の
廃
線
の
動
き
は
、
規
模
を
み
て
も

80
年
代
に
匹
敵
し
、
そ
の
規
模
や
影

響
、
深
刻
さ
を
考
え
れ
ば
、
80
年
代

以
上
に
重
大
な
問
題
だ
。

　

営
業
係
数
も
公
表

　
今
回
の
国
交
省
提
言
を
前
後
し
て

Ｊ
Ｒ
各
社
が
「
不
採
算
路
線
」
を
公

表
し
た
。

　
特
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
検
討
会

の
報
告
の
わ
ず
か
３
日
後
に
こ
れ
見

よ
が
し
に
「
ご
利
用
の
少
な
い
線
区

の
経
営
情
報
を
開
示
し
ま
す
」
と
し

て
検
討
会
で
示
さ
れ
た
「
輸
送
密
度

１
千
人
未
満
」
を
無
視
す
る
か
の
よ

う
に
輸
送
密
度
２
千
人
未
満
の
線
区

の
情
報
を
公
開
し
た
。

　
し
か
も
、
過
去
の
公
表
で
は
人
数

だ
け
だ
っ
た
が
、
今
回
は
収
支
も
一

緒
に
公
表
し
た
。
つ
ま
り
「
こ
の
線

区
は
こ
ん
な
に
赤
字
な
の
で
あ
る
」

と
し
て
、
営
業
係
数
（
１
０
０
円
の

収
入
を
得
る
た
め
に
か
か
る
費
用
）、

収
支
率
な
ど
が
こ
れ
で
も
か
と
示
さ

れ
た
。

　
報
道
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ

た
久
留
里
線
（
千
葉
県
）
の
久
留
里

―
上
総
亀
山
間
の
20
年
度
の
輸
送

密
度
は
62
人
で
、
営
業
損
益
は
約

２
億
７
千
万
円
の
赤
字
。
１
０
０

円
を
稼
ぐ
た
め
の
営
業
係
数
が

１
万
５
５
４
６
円
で
19
年
度
の
収
支

率
は
０
・
６
％
。
首
都
圏
を
走
る
路

線
で
さ
え
大
赤
字
だ
と
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
格
好
の
材
料
と
し
た
。

　
だ
が
、「
輸
送
密
度
１
千
人
未
満
」

　
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
を
狙
う

国
土
交
通
省
の
検
討
会
（
写
真
）
が

７
月
25
日
、「
提
言
」
を
発
表
し
た
。

　
１
㌔
あ
た
り
の
1
日
平
均
乗
客
数

（
輸
送
密
度
）
が
「
1
千
人
未
満
」

な
ど
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
〝
見
直

し
〟
の
対
象
と
な
り
、
廃
止
や
バ
ス

転
換
な
ど
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
会
社
と
自

治
体
の
協
議
会
を
設
け
る
と
い
う
も

の
だ
。

　
国
が
Ｊ
Ｒ
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
見
直

し
の
具
体
的
な
条
件
を
示
し
た
の
は

１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化

後
で
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。
輸
送
密

度
1
千
人
未
満
の
線
区
は
Ｊ
Ｒ
東
海

を
除
く
Ｊ
Ｒ
５
社
で
61
路
線
１
０
０

区
間
に
上
る
。

　
今
回
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
「
輸

送
密
度
」
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

を
前
後
し
て
第
２
臨
調
の
指
針
に
基

づ
き
旧
運
輸
省
が
廃
線
を
検
討
す
る

際
の
参
考
と
し
た
指
標
だ
。
国
鉄
再

建
法
で
は
、
輸
送
密
度
８
千
人
未
満

の
路
線
が
採
算
の
合
わ
な
い
「
地
方

交
通
線
」
と
さ
れ
、
４
千
人
未
満
に

つ
い
て
は
「
特
定
地
方
交
通
線
」
と

し
て
バ
ス
や
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
転

換
が
強
行
さ
れ
た
。

　
特
定
地
方
交
通
線
に
つ
い
て
は

１
９
８
１
年
か
ら
90
年
ま
で
に
83
路

線
８
千
㌔
余
が
「
承
認
」
さ
れ
、
３

回
に
わ
け
て
廃
線
・
バ
ス
転
換
・
第

〝
大
臣
指
針
〟に
言
及

　「
提
言
」
は
具
体
的
な
道
筋
と
し

て
、
輸
送
密
度
1
千
人
未
満
、
か
つ

ピ
ー
ク
時
の
1
時
間
当
た
り
の
輸
送

人
員
５
０
０
人
未
満
な
ど
の
目
安

で
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
国
が
「
特

定
線
区
再
構
築
協
議
会
」を
設
置
し
、

き
い
線
区
も
あ
る
。
仮
に

数
百
人
の
高
校
生
の
通
学

を
バ
ス
転
換
し
た
場
合
、

通
学
時
間
帯
に
何
台
の
バ

ス
を
走
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
の
か
？
　
並
行
す
る
道

路
が
な
い
な
ど
そ
の
地
域

の
交
通
事
情
も
無
視
で
き

な
い
。

　
久
留
里
線
で
は
、
昼
間

５
時
間
以
上
も
列
車
が
走

ら
な
い
時
間
帯
が
あ
る
な

ど
、
運
転
本
数
を
極
端
に

減
ら
し
て
お
り
、
輸
送
密

度
や
営
業
係
数
だ
け
示
さ

れ
て
も
乗
客
や
住
民
の
体

感
か
ら
遠
い
。

　
東
北
本
線
や
奥
羽
本

線
、
常
磐
線
な
ど
か
ら
県

境
を
越
え
て
東
西
に
走

る
、い
わ
ゆ
る
「
肋
骨
線
」

な
ど
も
廃
線
化
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
一
部
区
間

だ
け
を
赤
字
だ
と
し
て
廃

線
化
を
扇
動
す
る
の
も
公

共
交
通
と
し
の
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
無
視
し
た
暴

論
だ
。

国
交
省
が
廃
線
に
向
け「
提
言
」を
公
表

質量ともに80年代「特定地方交通線」廃線を超える

　
国
土
交
通
省
は
7
月
25
日
、「
鉄
道
事
業

者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
け
る
提
言

案
を
公
表
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
動
労
総
連
合
は
、
７
月
14

日
の
国
交
省
申
し
入
れ
行
動
に
続
い
て
、
22

日
正
午
か
ら
国
交
省
に
向
け
た
霞
が
関
デ
モ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
デ
モ
参
加
者
は
、
国

交
省
正
門
前
に
移
動
し
怒
り
の
抗
議
行
動
を

行
っ
た
（
写
真
・
表
面
）。

　
抗
議
行
動
に
は
支
援
す
る
会
、
東
京
労
組

交
流
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
栃
木
や
木
更
津
の

仲
間
も
駆
け
つ
け
、
ワ
ン
マ
ン
化
や
地
域
切

り
捨
て
に
対
す
る
怒
り
の
声
を
国
土
交
通
省

に
叩
き
付
け
た
。

四
国
で
の
廃
線
攻
撃
と
の
闘
い

「
鉄
道
と
地
域
守
れ
」
の
住
民
の
声

検討会「廃線化提言」弾劾！
動労総連合 ７・２２国交省へ抗議デモ

鳴門駅ホーム（徳島県）

61
路
線

100
区
間


